
 

 
ＪＲ新宿ミライナタワー 
 
 
 

建物諸元（2025 年 1 月現在）                                                 
 

所在 新宿区新宿四丁目 1番 6 号 他 

主用途 オフィス（店舗、ｸﾘﾆｯｸ、高速ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ等） 

敷地面積 18,419 ㎡ 

延床面積 136,875 ㎡ 

階数 地上 32 階、地下 2階 

竣工年月 2016年 3月  

事業者・所有者 国土交通省、東日本旅客鉄道株式会社 

設計会社 株式会社 JR東日本建築設計 

施工会社 大林・大成・鉄建・フジタ建設共同企業体 

運営会社         株式会社 JR 東日本ビルディング 

設備管理会社 JR 東日本ビルテック株式会社 

URL https://www.jebl.co.jp/building/shinjukumiraina/ 

テナント数 オフィス：34（特定テナント 2社） 

主な評価項目                                     
 

Ⅰ一般管理事項  

・毎月 CO₂削減推進会議を実施 

・PDCA ｻｲｸﾙの実施体制の整備 

・ｺﾐｯｼｮﾆﾝｸﾞ（性能検証）の実施 

Ⅱ建物、設備性能に関する事項 

・太陽光発電ｼｽﾃﾑの導入 

・熱交換器・蒸気弁・ﾌﾗﾝｼﾞ部の断熱 

・空調 2次ﾎﾟﾝﾌﾟの送水圧力設定制御の導入 

・大温度差空調ｼｽﾃﾑの導入 

Ⅲ運用に関する事項 

・部分負荷時の空調用ﾎﾟﾝﾌﾟの適正化 

・CO₂濃度・外気温湿度による外気取入量の調整 

・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ機械室・電気室のﾌｧﾝの夏季停止 

  
事業所の概要 

 ＪＲ新宿ﾐﾗｲﾅﾀﾜｰは地域の新たなﾗﾝﾄﾞﾏｰｸ・ｼﾝﾎﾞﾙとな

り、働く人が未来を創造し、訪れる人が未来を感じられる

魅力あるまちづくりの出発点となることを目指しています。 

◆ｵﾌｨｽ：地上 8F～32Fがｵﾌｨｽﾌﾛｱです。駅改札および

ﾊﾞｽﾀ新宿から直結したｵﾌｨｽｴﾝﾄﾗﾝｽ 5F のﾛﾋﾞｰにｱﾌﾟﾛｰ

ﾁする、利便性の高いｵﾌｨｽﾋﾞﾙとなります。 

◆高速ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ＆ﾀｸｼｰﾌﾟｰﾙ：日本最大の交通拠点と

して整備され、観光交流の要として全国39都府県が結ば

れています。 

◆商業施設：低層部 1～4F に(株 )ﾙﾐﾈが運営する

「NEWoMan」を展開し、国際都市新宿に相応しい、ﾌｧｯｼ

ｮﾝから食まで全てのｼﾞｬﾝﾙにおいて上質感のある新しいﾗ

ｲﾌﾊﾞﾘｭｰを提供しています。 

◆文化施設：線路上空部の 5F～7F に、多目的ﾎｰﾙ・ｽﾀ

ｼﾞｵや屋外広場、保育所等、ﾋﾞﾙ 7F にｸﾘﾆｯｸを整備し、

新たな文化交流・情報発信の拠点となっています。 

 

事業所における環境負荷低減の取組 

・ｴﾈﾙｷﾞｰの効率利用を実現する地域冷暖房 

・省エネに寄与するﾀﾞﾌﾞﾙｽｷﾝ構造を導入 

・外熱を遮断する Low-E ｶﾞﾗｽを導入 

・ｴｺの一環として雨水利用ｼｽﾃﾑを導入 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ空間を彩る多彩な緑化を導入 

・壁面および屋上設置型の太陽光ﾊﾟﾈﾙを導入 

・毎月 CO₂削減推進会議を実施 

・PDCA ｻｲｸﾙの実施体制の整備 

・ｺﾐｯｼｮﾆﾝｸﾞ（性能検証）の実施 

・熱交換器・蒸気弁・ﾌﾗﾝｼﾞ部の断熱 

・空調 2 次ﾎﾟﾝﾌﾟの送水圧力設定制御の導入 

・大温度差空調ｼｽﾃﾑの導入 

・部分負荷時の空調用ﾎﾟﾝﾌﾟの適正化 

・CO₂濃度・外気温湿度による外気取入量の調整 

・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ機械室・電気室のﾌｧﾝの夏季停止 

・照明のゾーニング制御の導入 

事業所外観写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組みのイメージ図 
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品川シーズンテラス 
 
 
建物諸元（2025年 1月現在）                                                 
 

所在 東京都港区港南 1丁目 2番 70号 

主用途 事務所、店舗、カンファレンス、ホール 

敷地面積 約 49,547.86㎡ 

延床面積 約 206,025.07㎡ 

階数 地上 32階/地下 1階 

竣工年月 2015年 2月 25日 

事業者・所有者 NTT都市開発(株)、大成建設(株)、NTT都市 

開発リート投資法人、大成建設プライベート投資 

法人、東京都市開発(株)、東京都下水道局 

設計会社 (株)NTT ファシリティーズ、大成建設(株)、 

NTT都市開発(株)、日本水工設計(株) 

施工会社 大成建設株式会社 

管理会社 品川シーズンテラス株式会社 

URL https://shinagawa-st.jp/ 

テナント数 48社（特定テナント 4社）  

主な評価項目                                     
 

Ⅰ一般管理事項  

・CO2削減推進会議を年 2回開催し、CO2削減目標に対する進捗確認、

更なる CO2削減に向けた施策の実施・検証を行っている。 

・テナントを招集した省エネ委員会を年 2 回開催し、関係者全体での省

エネ活動を推進している。 

Ⅱ建物、設備性能に関する事項 

・スカイボイド及び、太陽光採光システム導入による自然光の取入れ 

・ナイトパージ制御の導入 

・人検知センサー付き LED、昼光利用による照明の効率化 

・太陽光発電、屋上緑化の導入 

・芝浦水再生センターの下水熱を空調熱源に活用 

Ⅲ運用に関する事項 

・居室使用前後の空調運転開始及び終了時間を適正化 

・廊下等、共用部の空調設定温度を緩和 

・照度条件を緩和 

・夏季における地域冷暖房からの温水受け入れ停止 

事業所の概要 

新しい環境共生プロジェクトである品川シーズンテラス

は、広大な緑地や水辺の景色が調和する国内最大級の

環境配慮型オフィスビルです。 

光・風・水・緑と人との営みがリンクする、持続可能なま

ちづくりを実現します。 

 

 

事業所における環境負荷低減の取組 

◆スカイボイド及び、太陽光採光システムの導入 

 ビルの中央部の吹き抜け空間から自然光を取り込むこと

で、照明に使用するエネルギーを軽減。 

 

◆環境性能に優れた設備を採用 

 熱負荷を低減する高性能 Low-E 複層ガラス、人検知

センサー付き LED照明、屋上ソーラーパネルを設置。 

 

◆ナイトパージ制御 

 外気温度の低い夜間、室内にこもる熱を室外に放出。

夜間の冷気の取り入れにより、翌朝の空調機立ち上がり

時のエネルギーを軽減。 

 

◆下水熱及び、再生水の活用 

 芝浦水再生センターから下水熱を回収し、空調熱源に

活用するほか、再生水をトイレの洗浄水等に活用。 

 

◆BEMSによるエネルギー管理 

 BEMS を導入し、ビル全体のエネルギー使用状況の把

握、分析を行うことで問題点を抽出し、有効な対策を実行

することで更なるエネルギー効率化を実現。 

 

 

 

 

事業所外観写真 

 

取組のイメージ図 

環境負荷低減設備の導入        エネルギー管理画面イメージ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=&url=/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=&url=https://www.nttud.co.jp/business/office/detail/id/443.html&psig=AOvVaw3i7u1opqPAezrwz--gy-JY&ust=1574820776576594&psig=AOvVaw3i7u1opqPAezrwz--gy-JY&ust=1574820776576594


 

 
第一三共株式会社 品川研究開発センター 
 
 
 

建物諸元（2024年 12月現在）                                                 
 

所在  東京都品川区広町 1-2-58 

主用途 研究所 

敷地面積 64,339㎡ 

延床面積 122,310㎡ 

階数 地上 10階ほか複数建物あり 

竣工年月 2014年 9月ほか複数建物あり 

管理会社 TMES（株） 

URL https://www.daiichisankyo.co.jp/ 

  

主な評価項目                                     
 

Ⅰ一般管理事項  

・社内の環境経営プログラムに沿って PDCA サイクルを実施して省エネルギー

対策を推進している。 

また、社内設置の環境連絡会・環境委員会等により従業員に省エネルギー

について啓発活動を展開している。 

Ⅱ建物、設備性能に関する事項 

・氷蓄熱設備、コージェネレーション設備の導入、昼光利用による照明制御高

効率照明器具、高性能な建物外皮の導入 

Ⅲ運用に関する事項 

・エネルギーデータの分析、日常点検並びに維持運用管理の徹底による 

CO2の削減を実施している。 

【事業所の概要】 

品川研究開発センターは医薬品の研究開発を行う事業

所である。各機能に合わせて複数の建物が稼動しており

各々の建物の機能・特徴やその利用状況に合わせて

様々な空調システムを利用している。 

 

【事業所における環境負荷低減の取組】 

自然エネルギーの活用 

太陽光発電システム 

昼光利用制御システムの導入 

 

電気設備 

LED照明等高効率照明器具の採用 

タスク＆アンビエント照明 

人感センサーによる照明の検知制御の導入 

高効率変圧器の導入 

 

空調設備 

INV ターボ冷凍機を初めとする高効率冷凍機、ヒートポン

プシステム、変風量システムや CO2 濃度による外気量制

御の導入 

コージェネレーションシステム、氷蓄熱システムの導入に

より、電力ピークシフトを実施 

 

運用 

コミッショニングによる最適運転方法の検討、ビル監視シ

ステムを導入し、リアルタイムの監視・使用状況分析によ

る設備の効率的運用を実施 

毎月設備担当者間で安定稼動阻害要因や省エネルギー

についてミーティングの実施 

 

その他 

新築の建物については、太陽光・自然光の自然エネルギ

ーを活用し、遮熱効果の高い Low-E複層ガラス、LED照

明等の高力率設備を導入 

 

 

 

 

 

【事業所外観写真】 

 

コージェネレーションシステム 

 

屋上緑化 

 



 

 
西東京事業所 
 
 
 
建物諸元（2025年 1月現在）                                                 
 

所在 東京都西東京市 

主用途 データセンター 

敷地面積 16,533 ㎡ 

               【1号棟】         【2号棟】 

延床面積 16,964 ㎡         16,740㎡ 

階数 地上 4 階、地下 1階  地上 3階、地下 2階 

竣工年月 2012年 7月       2020年 10月 

 

事業者・所有者 キヤノンＩＴソリューションズ株式会社 

URL https://www.canon-its.co.jp/ 

主な評価項目                                     
 

Ⅰ一般管理事項  

・事業部門、CSR 推進部門と合同で毎月 CO2 削減会議を開催し、事業

所電力負荷に合わせて、運用方法及び省エネ対策案の検討を実施 

 

Ⅱ建物、設備性能に関する事項 

・高効率熱源設備、空調設備、電気設備の導入 

・フリークーリングの導入 

 

Ⅲ運用に関する事項 

・BEMS(Building Energy Management System)を活用し、熱源機器等の 

エネルギー分析を実施して、高効率な設備運用を実施 

 

【事業所の概要】 

キヤノン IT ソリューションズは、データセンターを中心に IT

システムの企画・設計・構築から運用・保守までシステム

ライフサイクルをワンストップでご提供しております。 

西東京データセンターはお客様のニーズに合わせた多様

なサービスをご提供します。 

・環境に配慮したグリーン DC 

・高度なセキュリティ施設 

・冗長化された回線環境 

などの高品質なインフラ並びにグローバル基準の運営品

質により、24 時間 365 日の安定稼働を実現しています。 

 

 

【事業所における環境負荷低減の取組】 

■1. 空調機の運転周波数適正化 

空調機の稼働状況を分析、変更を重ね、データセンター

事業において多くを占める空調機消費電力量の大幅削

減に成功しました。 

〇効果予測 

(1)ラックのブランクパネル装着率を向上し、冷気と暖気の

分離を強化することで、サーバ室内のエアフローを改善す

る。 

(2)空調機の稼働周波数制御の動作特性により、設定を

最適化することで、空調機ファンの稼働周波数(回転率)

を抑える。 

 

〇実績検証 

(1)ブランクパネル装着率向上により、冷気と暖気が混ざ

る環境を改善し、空調機のファンが過剰に回ることを抑え

効率化した。 

(2)、各空調機の負荷実績を日ごとに集計、分析を繰り返

すことで、サービスレベル(室内環境)を維持しながらも、運

転周波数／回転率を低減した。 

 

上記の結果により空調機消費電力量を大幅に削減したこ

とで CO2排出量を抑え、環境負荷低減を実現しました。 

 

 

■2. フリークーリングの活用 

2024 年 12 月～2025 年 3 月の冬季期間において、フリ

ークーリングにより、2024 年度排出目標の約 0.6%の CO2

排出量削減効果がありました。 

 

 

■3. 「ゼロエミッション東京」への協力 

様々な熱源、空調の改善対策を実施することにより全体

で削減義務開始から約 25％の CO2排出量削減を実現し、

保有した全クレジットを東京都へ寄付しました。 

 

 

事業所外観写真 

 

 

取組のイメージ図 

 

図 1. CPU(IT機器)と空調機の消費電力量推移 




